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第2回 事例検討会

地域支援活動
亀岡市旭町・上矢田町 など

日中はまだ日差しの温もりを感じますが、朝晩はずいぶんと涼しくなり、秋の深まりを感じるこの頃で
す。平素より、南丹圏域地域リハビリテーション支援センターの活動に格別のご理解とご協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。日中との寒暖差が大きく、体調管理の難しい時期ではございますが、地域の皆
さまが変わらず健やかにお過ごしいただけますよう、これからも活動を続けてまいります。引き続き、
ご支援・ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

9月25日に第2回事例検討会を開催しました。
今回は「歩行補助具の基礎と選定のポイント～
現場で役立つ実践知識～」をテーマに、当院の
松本理学療法士が講師を務めました。講義では、
杖や歩行器などの基礎知識や選定方法について、
実際の補助具を紹介しながら分かりやすく解説
していただきました。当日は約20名の参加が
あり、(株)三笑堂様のご協力のもと、靴・杖・
歩行器・電動車いすなどの展示を見学しながら、
事例をもとに適切な補助具の選定についてグ
ループ討議を行いました。参加者からは「歩行
補助具の基礎がよく理解できた」「実際に触れ
て学べたのが良かった」といった声が寄せられ、
時間が足りないほど活発で有意義な会となりま
した。

当センターでは、社会福祉協議会などからのご依頼を受け、地域
の自治会において講話や体操を随時実施しています。定期的に開
催される高齢者サロン活動などを通して、皆さまの健康増進に少
しでもお役立ていただけるよう、助言や提案を行っています。
先日は亀岡市旭町にて、「健康寿命」や「フレイル」をテーマに
講話を行い、音楽に合わせて体操も一緒に楽しみました。

上矢田町では亀岡市高齢福
祉課の保健師さんと協力し、
「認知症」についてお話し
しました。どの会場でも、
参加された皆さまが非常に
熱心に耳を傾けてくださり、
多くのご質問をいただきま
した。地域の皆さまの健康
への関心の高さを改めて感
じました。
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認知症疾患医療センター研修会

〈今日のヨガポーズ＆編集者から〉

【体の脇を伸ばすポーズ utthita parsvakonasana】
足を広く開いて片足を曲げ、上体を真横に倒します。上側の手を頭の先へ伸ばし、腕か

ら足まで一直線にします。股関節の柔軟性がかなり必要なので、難しい場合は下側の手を
床に着かず肘を曲げて大腿部に乗せる方法もあります。無理なく挑戦してみてくださいね。
「をりふし」秋号をお読みいただきありがとうございました。
10月下旬から一気に季節が進みましたが、皆さま体調など崩さないようにお過ごしください♪

8月30日、京都中部総合医療センターにおいて開催された
「認知症疾患医療センター研修会」にて、「運動が変える認
知症ケア～エビデンスに基づく支援のヒント～」という演
題で、第2部の講演を担当しました。講演では、運動が脳に
与える影響について、科学的根拠をもとにお伝えしました。

第3回 看護職・介護職リハビリテーションステップアップ研修

また、三笑堂様および褥瘡予防用福祉用具メーカーの
CAPE様にご協力いただき、南丹みやま診療所の垣村
作業療法士によるベッド上でのポジショニング実習も
実施しました。講義内容が大変充実していたため、参
加者の皆さまに十分な実習時間を設けることができま
せんでしたが、今後は実践的な時間をより多く確保で
きるよう工夫していきたいと考えています。施設や在
宅医療の現場で日々ケアに携わっておられる皆さまの
意識の高さを改めて感じる研修となりました。

認知症では海馬の萎縮により記憶障害が生じますが、運動によってその進行を予防できる可能性があ
ることが分かっています。身体運動は、複数の生物学的メカニズムを介して認知機能の改善や日常生
活能力の維持・向上に寄与する非薬物療法のひとつであり、「楽しく続けられる運動を日常に取り入
れ、できる限り活動的な生活を心がけましょう」とお伝えしました。参加者の皆さまからは、「運動
の効果を改めて実感できた」「明日からの支援に活かしたい」といった感想も寄せられました。

10月29日、「高齢者の褥瘡予防におけるポジショニングとスキンケア」をテーマに、看護職・介護
職リハビリテーションステップアップ研修を開催しました。当日は20名を超える方々にご参加いた
だきました。当院の皮膚・排泄ケア認定看護師中西看護師より、褥瘡発生のメカニズムから予防・
ケアに至るまでの講義を行っていただきました。

『腸からはじめるフレイル対策 ～ビフィズス菌と腸内フローラ～』
『事例からみる食事動作の多角的アプローチ』

『パーキンソン病の病態と治療およびケアについて（仮題）』
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